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総合討論時の
補足資料

風間講師

東京湾における水温の⾧期推移
（1977-2016）
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千葉県水質保全研究所令和4年度年報

St.25における無機態窒素・
リン酸態りんの推移

アンモニア態窒素を含む無機態窒素は1980年頃から上昇し、1990年代に
高かったが、「東京湾富栄養化対策指導指針」に基づき、東京都が1982
年7月から削減指導を開始して以降、穏やかに低下している。リン酸態り
んは、「有機リン合成洗剤の使用中止に関する実施要項」に基づき1980
年4月より指導を実施して一時急激に低下したが、その後は低下傾向が少
なく、近年は足踏み状態である。

出典：東京湾 生きものと共にみる⾧期的なうつりかわり
小倉・風間・小泉
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（２） 負荷削減と水質改善の関係  

指定水域における水域面積当たりの汚濁負荷量と水質濃度の関係を見ると、ＣＯ 

Ｄ、窒素及びりんのいずれも、水域面積当たりの汚濁負荷量が大きい指定水域ほど、 

水質濃度が高くなっている。また、ＣＯＤについては、汚濁負荷量が大きかった昭 

和 54～58 年から平成元～５年（東京湾）、昭和 54～58 年から平成６～10 年（大阪 

湾）にかけて水質濃度の低下が見られたが、近年の水質濃度が低い状況においては、 

汚濁負荷量が減少しているものの、水質濃度は低下せず、横ばいあるいは増加する 

傾向が見られている。窒素及びりんについては、汚濁負荷量の削減に伴い、水質濃 

度の低下が見られた（図 76～図 78）。  

このような窒素及びりんと異なるＣＯＤの水質濃度の変化に対しては、難分解性 

有機物の存在や、出水や外海の影響、気候変動の影響など、様々な要因が指摘され 

ている。 

第９次水質総量削減の在り方について（答申）環境省
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